
世界遺産「神宿쎢島」宗像・沖쏘島썿関連遺産群公開講座�
�
�

第 6 回「古代⽇本쎅祭祀썿宗像」� �
�
�

本講座쎆「神宿쎢島」宗像・沖쏘島썿関連遺産群쎅世界的쎁価値쎩明쎠썢쎂썰쎢썶쎘쎂
⾏쎦쎣썶調査研究成果쎩、最新쎅知⾒썿合쎦썲썽広썦썡伝썟썰쎢썪썿쎩⽬指썮썽썛쎕썰。�
今回쎆、歴史・考古学쎩踏쎕썟썶⺠俗学썾썙쎢⺠俗伝承学、⽂献史学쎂基썼썦神道学썢
쎠古代⽇本쎂썡써쎢祭祀研究쎩進쎘쎠쎣썽썛쎢썡⼆⼈쎅研究者쎂、宗像쎅祭祀、沖쏘島썾
⾏쎦쎣썶祭祀쎅意味썰쎢쎙쎅쎂썻썛썽読쎖解썛썽썛썶썷썤쎕썰。�
�
�
⽇� 時：令和元年 11 ⽉ 16 ⽇（⼟）13:30-16:30� � �
�
場� 所：海쎅道쎗쎁썢썶館� 講義室� � �
�
쏃쎻쏂쏯썗쏵：�
�
13:30�開会썙썛썬썻�
�
13:40�講演 1「⽇本⺠俗学（伝承分析学·traditionology:�the�study�of�traditions)�

썢쎠쎖쎢沖쏘島）」新⾕尚紀（썮쎪썶쎂썶썢쎅쎡）先⽣�
�
15:00�休憩(15 分)�
�
15:15�講演2「古代神祇祭祀制度쎅中쎅宗像社」加瀬直弥（썢썲쎁썡쎛）先⽣�
� �
�
16:30�閉会�



 

令和元年（2019）11 月 16 日 

「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群関連講演会 

古代神祇祭祀制度の中の宗像社 
加瀬 直弥（國學院大學） 

はじめに 

・ 大嘗祭…平安期、宗像社は幣帛奉献の対象神社（『延喜践祚大嘗祭式』）

※天皇即位時には天神地祇惣祭をする（『養老神祇令』）

1 神郡宗像郡 

・ 文武天皇 2 年（697） 宗像郡司の三親等以内同時任用を許される（『続日本紀』）…神郡の特例（『令集解』）

◇養老 7 年（723）時点の神郡

神郡 国 関係神社 神話 祭祀氏族 

度会 
伊勢 伊勢 皇祖神 

大中臣氏 

（大宮司） 多気 

安房 安房 安房 天皇の御食つ神 忌部氏か 

香取 下総 香取 天孫降臨に伴う国土平定 大中臣氏 

鹿島 常陸 鹿島 天孫降臨に伴う国土平定 大中臣氏 

意宇 出雲 
熊野 八岐大蛇退治 

出雲氏 
杵築 国作り 

名草 紀伊 
日前 天石窟で御形鋳造 

紀伊氏 
国懸 日前神と同所鎮座 

宗像 筑前 宗像 高天原の誓約で出生 宗像氏 

『令集解』に基づく。関係神社は推定

・ 孝徳朝（645～54） 鹿島郡を「神郡」化（『常陸国風土記』。宗像郡「神郡」化の厳密な時期は不明）…「神郡」制度

制定は評制施行時に朝廷が重視した神祇のためか（小倉。孝徳朝は律令祭祀制確立前）

→4 世紀以来の沖ノ島のまつりの実情…宗像社は双方の条件を満たしている

※神郡の立地…海外（伊勢と紀伊は遠方）に向けた意識が作用か

伊勢 

日前・国懸 

安房 

香取 

杵築・熊野 

宗像 

鹿島 
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2 宗像神主 

・ 天平元年（729） 宗形郡大領宗形鳥麻呂、「神斎を供奉」することを奏上し外従五位下叙位（『続日本紀』）…「神

斎の供奉」とは神主補任を指すか

・ 宗像郡大領は神主兼帯・五位叙位の例（『類聚三代格』）。鳥麻呂は天平 10 年（738）時点で神主（『続日本紀』）

・ 郡大領と神主兼帯の明確な例…他は出雲国造（神主・意宇郡司）のみ

→古代の宗像神主は律令制下でもまれな神職と世俗政治との制度的結び付きあり

3 奈良時代の神主制度 

・ 奈良時代 宗像神主に朝廷規定の明確な職掌なし…朝廷祈年

祭（宗像社が対象となる唯一の朝廷の恒例祭祀）で「祝部」の役

割を担った可能性あり

・ 同祭では宮中神祇官に神社の祝部が幣帛を取りに行き、それを

神社に持ち帰る（『類聚三代格』）…ただし、

ア）神社での儀式は決まっていない（祭神に幣帛を供えることも）

イ）ほとんどの祭神への願意は、宮中でも祝部に対してはっきり

表明されない（『延喜祝詞式』。なお、忖度はできる。加瀬）

○『延喜式』巻八神祇八祝詞 祈年祭条（祈年祭祝詞 訓読文）

高天原に神留り坐す皇睦神漏岐の命・神漏弥の命以ちて、

天つ社・国つ社と称へ辞竟へ奉る皇神等の前に白さく、今

年二月に御年初め賜はむとして、皇御孫命のうづの幣帛

を、朝日の豊逆登りに称へ辞竟へ奉らくと宣りたまふ。 

→下線部は天社・国社の神への幣帛奉献の契機を示す箇所。現

代口語訳は「今年の二月に天皇様が御耕作を開始なさろうと

するに当たって、」（青木）

※この祝詞（参集した神主・祝部に聞かせるもの）で稲の稔りを

まつりの目的と明示しているのは「御年皇神」のみ

ウ）幣帛も少なく（糸・綿3両ずつ 『延喜四時祭式』）、遠隔地への配慮もない（平安時代初期に改善。『類聚国史』）

実際、奈良時代末期から祝部が幣帛を取りに来ない事態が出来（祝部不参。

『類聚三代格』） 

→祝部の任務自体は極めて限定的…宗像神主は神社独自のまつりの主たる担

い手だったか。なお、平安時代初期の時点で神戸は 74 戸（『新抄格勅符

抄』）。当時の西海道では豊前宇佐宮に次ぐ多さ

4 宗像神主の専業化 

・ 延暦 19 年（800） 宗像郡大領と宗像神主の兼帯禁止（『類聚三代格』）…神

主 6 年交替制導入（『類聚国史』）により、兼帯が困難になったため

→神主の専業化。なお、祈年祭幣に当国の物を用い始めたのは同時期（『類聚国

史』）…朝廷は祭祀興行に意欲↔宗像神主と京の朝廷中枢との関係は希薄に  

平城宮神祇官跡 

『延喜式』巻八（國學院大學蔵） 

◇神戸の多い神祇（大同元年

〈806〉）

国 神祇 戸数（戸） 

豊前 八幡・比咩 *1,660

伊勢 伊勢 1,130 

大和 大和 327 

摂津 住吉 275 

越前 気比 244 

大和 大神 222 

常陸 鹿島 105 

安房 安房 94 

大和 鴨 84 

大和 石上 80 

筑前 宗像 74 

*比咩神分 610 戸のみ出納可
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5 宗像神主のまつり 

・ 天慶年間（938～47）以前 神主が執行の長として「年慶・度々の祭、只山海に臨み先づ漁猟す」（『類聚符宣抄』）

…祈年祭だけでは「度々の祭」とはならない

→平安時代前期に独自の恒例のまつり・行事を確立し、中世まで続くものもあったか

◇中世宗像社の恒例の神仏事

月 日 まつり・行事 月 日 まつり・行事 

正 

朔 大御神事 
6 

20 御長手神事 

7？ 青馬節会神事 晦 和儺祓大神事 

8？ 大神宮大御神事 
7 

15 御祭会大神事 

10？ 般若心経供養仏事 盂蘭盆経供養仏事 

15 

踏歌大神事 
8 

14 
放生会大神事 

望祭御神事 15 

弥勒寺修正仏事 彼岸 御神楽神事 

2 16 御神楽大神事 

9 

9 御九日大神事 

彼岸 御神楽神事 神用酒肴神事 

3 
3 

大神事 20 御長手御鍛冶屋御入神事 

神用酒肴神事 11 16 御神楽大神事 

20 御長手御鍛冶屋御入神事 12 19 仏名経供養仏事 

4 18 
神祭神事 

臨時祭大神事 

5 

3 
五月会試楽大神事 

錫杖供養仏事 

5 

五月会大神事 

神用酒肴神事 

般若心経供養仏事 

『正平二十三年宗像宮年中行事』に基づく。大神事、ないしは社務役の伴うものに限定 
この他、毎月朔日の朔幣神事・最勝王経・仁王講仏事が社務役 

※貞観元年（859）、宗像神は、西海道では豊前八幡神・比咩神に次ぐ神階正二位に叙されるが（昇叙当時。『三代実

録』）、時の清和天皇の外祖父藤原良房邸に宗像神がまつられていたことと関係すると見られ（邸内社は貞観 6 年

〈864〉に従一位。『三代実録』）、京の朝廷中枢と本社との密接な関係性によるものとは考え難い
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